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令和７年
自転車マナーアップ強化月間推進要綱

目 的

この強化月間は、広く府民に自転車利用に関する交通ルールの遵守と正しい交通マナーの実践を

習慣付けることによって、自転車の安全適正利用を促進し、自転車利用者による交通事故防止の徹底

を図ることを目的とする。

期 間

令和７年11月１日（土）から30日（日）までの30日間

強化月間の重点

○ 自転車の交通ルール遵守の徹底

○ 自転車のヘルメット着用の推進

○ 放置自転車の追放

スローガン

○ 危険です ながらスマホで 踏むペダル

○ ヘルメット かぶるあなたは かっこいい

○ ちょっとだけ みんなが困る その放置

強化月間の進め方

○ 自転車利用者による交通事故や交通違反が社会問題となり、自転車利用者のマナーアップが望ま

れている現状をとらえ、強化月間の重点及び推進項目の趣旨が府民各層に定着して、府民一人ひと

りが自転車利用に関する交通ルールを守り、交通事故の防止に寄与するよう、効果的に展開する。

○ ポスター、公共交通機関等による構内放送、ホームページ等を活用した効果的な広報活動を行う。

○ 市（区）町村を中心として、地域住民と一体的な交通安全運動を展開する。

11月の府内一斉交通安全指導日等

11月８日（土） ミニバイク・自動二輪車・自転車の安全指導日

近畿交通安全デー、交通安全家庭の日
11月15日（土） 高齢者交通事故ゼロの日

シートベルト着用徹底の日

11月20日（木） めいわく駐車・放置自転車追放デー
ノーマイカーデー
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自転車の交通ルール遵守の徹底
自転車のヘルメット着用の推進

放置自転車の追放

大阪府内における自転車の交通事故発生状況については、本年８月末時点において、交通事故件数、
死者数、負傷者数及び重傷者数はいずれも前年対比で減少しているものの、過去10年累計では、全交
通事故に占める自転車関連事故の構成率は増加傾向にあり、自転車乗用中の死傷者数を年齢別で見ると、
交通事故負傷者数は15歳から19歳の若年層が多く、死者数及び重傷者数については高齢者が多いとい
う特徴がある。
また、過去５年累計では、自転車乗用中死者の人身損傷主要部位は頭部が約58％であり、ヘルメッ

ト非着用時の致死率は、着用時と比較して約1.7倍高いという状況にあるが、警察庁が発表した本年６
月の全国の自転車ヘルメット着用率調査結果では、大阪府の着用率は７.２パーセントと昨年より微増
であったが、未だ低い状況で推移している。
来年４月１日からは、自転車の交通違反に対して交通反則通告制度（いわゆる「青切符」）が適用さ

れることから、全ての自転車利用者に対し、交通ルール遵守の徹底を図るとともに、ヘルメット着用促
進に向けた広報啓発を更に推進していく必要がある。
加えて、未だ鉄道駅周辺には無秩序に自転車が放置されている現状を踏まえ、関係機関と連携し、集

中的な広報・指導・撤去を行うことにより、広く府民に「自転車を放置しない」、「自転車を放置させ
ない」という意識の高揚を図り、安全で快適な道路交通環境を構築していく必要がある。

◆ 推進機関・団体での推進項目

【自転車の交通ルール遵守の徹底】
○ 令和8年4月1日から交通反則通告制度が導入されることを踏まえて、車道通行の原則、車道
は左側通行、歩道は歩行者優先等の｢自転車安全利用五則｣にのっとった自転車の基本的な通行方
法や自転車通行空間が整備された箇所における通行方法の周知と遵守の徹底を促す取組の推進

○ 信号の遵守や交差点での一時停止・安全確認のほか、夜間の無灯火走行、飲酒運転、二人乗り、
並進の禁止等交通事故防止のための基本的な交通ルールの周知と遵守の徹底に向けた広報啓発の
推進

○ 傘差し等の片手運転、イヤホン等を使用した運転の危険性の周知と指導の徹底
○ 自転車を用いた配達業務中の交通事故を防止するため、関係事業者等に対する交通安全対策の
働き掛けや自転車配達員に対する街頭における指導啓発、飲食店等を通じた配達員への交通ルー
ル遵守の呼び掛け等の推進

【自転車のヘルメット着用の推進】
○ 全ての自転車利用者に対するヘルメット着用の必要性・被害軽減効果に関する理解の促進
○ ヘルメット着用の努力義務化を踏まえた着用の徹底に向けた広報啓発の推進

【放置自転車の追放】
○ 鉄道事業者・地域住民等と連携した駅周辺、繁華街等における放置自転車の追放に関する啓発
活動（駐輪場所案内を含む）及び放置自転車撤去活動の強化

◆ 広報・実践促進事項

● 自転車に乗るときは
○ 大人もこどももヘルメットを着用し、万一の事故に備えましょう。
○ 自転車は原則車道の左側端を通行しましょう。
○ 歩道は歩行者が優先です。自転車の通行が認められている場合など、歩道を通行するときは、
歩道の中央から車道寄りの部分を徐行し、歩行者の通行を妨げるおそれのある場合は一時停止し
ましょう。

○ 信号や一時停止等の交通ルールを守り、安全確認を徹底しましょう。
○ 運転中のイヤホン・スマートフォン等の使用、二人乗り、傘差し等の危険な運転はやめましょう。
○ 夕暮れ時は早めにライトを点灯しましょう。
○ 未就学児を自転車の幼児用座席に乗せるときは、シートベルトを着用しましょう。
○ 未就学児２人を自転車に乗せるときは、後部座席、前部座席の順に乗せ、降ろすときには、前
部座席、後部座席の順に降ろしましょう。

○ 自転車損害賠償責任保険等に加入しましょう。
○ 自転車は駐輪場等の決められた場所に駐輪しましょう。

● 地域・職場では
○ 地域交通安全活動推進委員、高年（齢）者交通安全リーダー等は、自転車利用者を対象とした
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街頭指導をしましょう。
○ 自転車乗用中の事故による被害者救済に備え、自転車損害賠償責任保険等に加入しましょう。
○ 事業者や安全運転管理者等は、利用する自転車の定期的な点検整備を励行するほか、自転車を
利用する従業員に対し、交通ルールを遵守するよう指導を徹底するとともにヘルメットの着用を
促進しましょう。

○ フードデリバリー関係事業者等は、自転車配達員を対象とした交通ルール遵守についての指導
を徹底しましょう。

● 家庭では
○ 自転車の正しい乗り方について家族みんなで話し合い、交通ルールを守りましょう。
○ 自転車の運転中や歩行中の「ながらスマホ」の危険性について家族で話し合いましょう。
○ 自転車に反射材用品を取り付け、夜間の事故防止に努めましょう。
○ 万一の自転車事故に備え、ヘルメットを着用しましょう。
○ 自転車乗用中の事故による被害者救済に備え、自転車損害賠償責任保険等に加入しましょう。
○ 自転車の定期的な点検整備を励行しましょう。



大阪府内における交通事故発生状況

〇 全交通事故件数に占める⾃転⾞関連事故件数の構成率（過去１０年間）
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※ 件数は⾃転⾞が関連（第１当事者⼜は第２当事者）した件数を計上。構成率は全事故に占める構成率を⽰す。

〇 年齢別⾃転⾞乗⽤中の交通事故死者・重傷者・負傷者数（過去10年累計：平成27年〜令和６年）
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負傷者数

〇 死者・重傷者は、６５歳以上の⾼齢者が多い。
〇 若年層では、１６歳の重傷者が最も多い。

〇 負傷者数は、１５歳から１９歳にかけて多く、１６歳が最も多い。

⼤阪府内における⾃転⾞の交通事故発⽣状況
〇 ⾃転⾞の交通事故発⽣状況（令和７年８⽉末・確定値）

※ 件数は関連件数（１当⼜は２当）
死者数、負傷者数は⾃転⾞⾃⾝の死傷者数を計上

年
区分

5,697 -81
19 -4

5,540 -105
重傷者数 736 -47

5,435
689

令和７年 令和６年 前年対比

件 数
死 者 数

5,616
15

負 傷 者 数



〇 ⾃転⾞乗⽤中の交通事故におけるヘルメット着⽤別の致死率（令和２年から令和６年累計）

〇 ⾃転⾞乗⽤中における交通事故死者のヘルメット着⽤状況（令和２年から令和６年累計）

〇 ⾃転⾞乗⽤中の交通事故死者・重傷者のヘルメット着⽤状況（令和７年８⽉末・確定値）

※ ⾃転⾞乗⽤中（⾃転⾞運転中⼜は同乗中）の死者・重傷者数を計上。
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大阪府内における交通事故発生状況⼤阪府内における⾃転⾞の交通事故発⽣状況
〇 ⾃転⾞乗⽤中の原因別死者・重傷者数（令和７年８⽉末・確定値）

※ ⾃転⾞乗⽤中（第１当事者＋第２当事者）の死者・重傷者数を計上。

年 令和７年 令和６年 前年対比

着用状況 死者数 重傷者数
死重傷者
構成率

死者数 重傷者数 死者数 重傷者数

着用 2 37 5.5% 0 38 2 -1
非着用 13 622 90.2% 19 676 -6 -54
不明 0 30 4.3% 0 22 0 8
合計 15 689 100.0% 19 736 -4 -47

年 令和７年 令和６年 前年対比

違反 死者数 重傷者数
死重傷者
構成率

死者数 重傷者数 死者数 重傷者数

信号無視 2 25 3.9% 2 39 0 -14
一時不停止 1 63 9.2% 1 71 0 -8
交差点安全進行 3 30 4.7% 0 26 3 4
ハンドル・ブレーキ操作 2 3 0.7% 7 3 -5 0
前方不注意 0 6 0.9% 0 10 0 -4
動静不注視 1 106 15.3% 1 115 0 -9
安全不確認 2 294 42.4% 8 310 -6 -16
その他の違反 1 23 3.4% 0 25 1 -2
違反なし・調査不能 2 134 19.5% 0 133 2 1
合計 14 684 100.0% 19 732 -5 -48


